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紹
　
介

尹
芷
汐
著�

『
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ブ
ー
ム
　
日
中
大
衆
社
会
と
〈
事
件
の
物
語
〉』

田
　
中
　
聡
　
一

本
書
は
、
日
中
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
と
し
た
作
品
と
作
家
の
イ

メ
ー
ジ
が
増
殖
し
変
容
す
る
さ
ま
を
、
松
本
清
張
を
代
表
と
す
る
「
社
会
派

ミ
ス
テ
リ
ー
」
作
家
の
作
品
の
読
解
を
通
し
て
描
い
て
い
る
。

著
者
は
序
章
に
て
、
松
本
清
張
作
品
の
膨
大
な
先
行
研
究
を
丁
寧
に
整
理

し
、「
ミ
ス
テ
リ
ー
」
と
い
う
類
型
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
問
題
視
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、「
ミ
ス
テ
リ
ー
」
す
な
わ
ち
「
事
件
」
が

構
築
さ
れ
る
様
式
に
注
目
す
べ
き
と
す
る
。
こ
の
問
題
意
識
の
も
と
、
本
書

の
目
的
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
松
本
清
張
文
学
へ
の
評
価
の
更

新
」
で
は
な
く
、
広
範
な
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
「
事
件
」
の
表
象
を
て
が
か

り
に
、「
戦
後
日
本
及
び
東
ア
ジ
ア
の
文
化
構
造
的
再
編
成
の
問
題
と
し
て
、

社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ブ
ー
ム
を
捉
え
直
す
こ
と
」（
四
頁
）。
こ
の
姿
勢
の

妥
当
性
・
説
得
性
は
、
清
張
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
社
会
派

ミ
ス
テ
リ
ー
」
等
の
先
行
研
究
の
丁
寧
な
整
理
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

以
下
、
本
書
の
章
立
て
を
記
し
、
本
書
の
概
要
を
示
す
。

序
章
　〈
事
件
〉
を
物
語
る
時
代

第
一
部
　
戦
後
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
〈
事
件
の
物
語
〉

第
一
章
　『�

週
刊
朝
日
』
と
松
本
清
張

―
小
説
「
失
踪
」
の
語
り
か
ら
考

え
る

第
二
章
　「�

事
件
」
と
メ
デ
ィ
ア
・
世
論

―
松
本
清
張
「
遭
難
」
と
井
上

靖
『
氷
壁
』
の
「
登
山
者
」
表
象

第
三
章
　「
内
幕
も
の
」
の
時
代
と
『
日
本
の
黒
い
霧
』

第
四
章
　「
悪
女
」
の
作
ら
れ
方

―
松
本
清
張
の
小
説
と
映
像
の
交
錯

第
二
部
　
冷
戦
期
の
日
中
に
お
け
る
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
の
流
通

第
五
章
　�

新
中
国
の
「
内
部
発
行
」
と
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー

―
『
日
本

の
黒
い
霧
』
と
『
日
本
的
黒
霧
』

第
六
章
　�「
軍
国
主
義
批
判
」
の
中
の
日
本
文
学

―
三
島
由
紀
夫
『
憂

国
』
と
松
本
清
張
『
日
本
改
造
法
案

―
北
一
輝
の
死
』
の
翻

訳
と
受
容

第
七
章
　「�

事
件
」
と
戦
争
の
記
憶

―
鄧
友
梅
『
さ
よ
な
ら
瀬
戸
内
海
』

と
森
村
誠
一
「
七
三
一
部
隊
」
シ
リ
ー
ズ

第
八
章
　�

名
探
偵
の
「
死
」
と
そ
の
後

―
日
本
の
社
会
派
推
理
小
説
と

中
国
の
法
制
文
学

第
九
章
　�

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
表
象
と
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
記
憶

―

西
條
八
十
「
ぼ
く
の
帽
子
」
と
映
画
『
人
間
の
証
明
』

第
一
〇
章
　
松
本
清
張
と
連
環
画
の
遭
遇

―
イ
メ
ー
ジ
の
増
殖
と
変
容

あ
と
が
き

以
上
に
加
え
、
松
本
清
張
の
映
画
化
作
品
一
覧
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代

に
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
の
書
籍
、
五
〇
～
八
〇
年
代
に
中
国
で
「
内
部

発
行
」（
資
本
主
義
陣
営
の
小
説
な
ど
を
批
判
的
に
紹
介
す
る
目
的
で
限
定

的
に
翻
訳
・
発
行
さ
れ
た
も
の
）
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
日
本
の
書
籍
、
七
〇

～
八
〇
年
代
に
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
、
日
本
文

60



学
・
映
画
な
ど
の
連
環
画
（
小
説
や
映
画
を
写
真
や
漫
画
で
場
面
を
区
切
っ

て
セ
リ
フ
を
施
し
た
、
中
国
に
独
自
の
メ
デ
ィ
ア
）
化
作
品
の
一
部
（
七
八

～
八
九
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
か
つ
膨
大
に
ま
と
め
た
「
資
料
一
～
五
」
お

よ
び
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。

構
成
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
の
議
論
は
多
岐
に
わ
た
る
。
以
下
、

そ
の
内
容
を
概
観
し
て
い
く
。

第
一
部
で
は
、
五
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
松
本
清
張
作
品
と
諸
メ
デ
ィ

ア
（
週
刊
誌
、
新
聞
、
映
像
化
）
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
清
張
作
品
の
評

価
が
な
さ
れ
る
。
著
者
は
、
五
〇
年
代
を
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
地
殻
変
動
が

起
こ
っ
た
時
期
と
す
る
。
中
間
層
を
対
象
に
し
た
週
刊
誌
の
刊
行
、
占
領
期

の
自
己
検
閲
に
起
因
す
る
メ
デ
ィ
ア
不
信
と
「
内
幕
も
の
」（
歴
史
と
政
治

の
「
内
幕
」
を
語
る
体
裁
の
作
品
）
の
流
行
、
テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
る
映
画

界
の
刷
新
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
と
清
張
作
品
の
方
法
と
は
親
和
的
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
松
本
清
張
ブ
ー
ム
」
は
メ
デ
ィ
ア
と
切
り
離
し
て
捉
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
と
す
る
。
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
で
は
、
他
の
メ
デ
ィ
ア

言
説
と
清
張
作
品
の
語
り
の
方
法
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
結
果
、
清
張
作

品
が
メ
デ
ィ
ア
の
流
布
す
る
「
知
」
を
、
読
者
を
巻
き
込
む
語
り
の
方
法
に

依
っ
て
挑
発
し
て
い
る
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

第
四
章
で
は
、
作
品
の
映
像
化
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
著
者
は
、
従
来

の
議
論
で
清
張
作
品
が
映
像
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
自
明
に
、
つ

ま
り
そ
の
理
由
が
不
問
に
付
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
結
果
、
清

張
が
雑
誌
ご
と
に
作
風
や
テ
ー
マ
を
変
え
て
い
た
こ
と
が
、
映
画
会
社
ご
と

に
異
な
る
シ
ナ
リ
オ
作
成
の
姿
勢
に
対
応
を
可
能
に
さ
せ
た
と
す
る
。
ま
た
、

清
張
作
品
に
お
け
る
「
悪
女
」
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
が
『
顔
』
映
画
化
の
時
期

に
即
応
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
な
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
産

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
部
で
は
、
松
本
清
張
・
森
村
誠
一
の
「
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
」
を
始

め
と
し
た
日
本
文
学
作
品
が
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
流
通
す
る
中
で
、
作

品
や
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
国
境
を
越
え
て
変
容
す
る
さ
ま
を
立
体
的
に
描
き

出
す
。
第
六
章
、
第
七
章
で
は
、
翻
訳
を
介
し
て
文
学
テ
ク
ス
ト
が
共
産
党

政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
保
証
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
内
部
発
行
」
を
揺
さ
ぶ

る
こ
と
に
な
る
さ
ま
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

特
に
第
七
章
で
は
、
章
題
に
あ
る
二
作
品
の
語
り
の
方
法
の
差
異
が
指
摘

さ
れ
、
戦
争
の
記
憶
の
「
事
件
」
化
を
め
ぐ
る
方
法
の
緊
張
関
係
が
描
き
出

さ
れ
て
い
る
。
第
八
章
で
は
、
八
〇
年
代
に
成
立
し
た
、「
法
律
と
犯
罪
を
反

映
す
る
文
学
と
芸
術
」
で
あ
る
「
法
制
文
学
」
が
日
本
の
社
会
派
推
理
小
説

を
補
助
線
に
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
「
内
部
発
行
」
と

翻
訳
の
関
係
性
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
文
学
テ
ク
ス
ト
と
社
会
シ
ス
テ
ム
と

の
拮
抗
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
九
章
で
は
、
西
條
八
十
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
詩
が
時
代
と
国
境
を
越

え
て
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
枠
組
み
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
第
一
〇
章
で
は
、
清
張
『
砂
の
器
』
の
連
環
画
に
、
日
中
の

社
会
状
況
の
差
異
な
ど
が
複
雑
に
折
り
た
た
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

著
者
の
膨
大
な
調
査
、
先
行
研
究
お
よ
び
個
々
の
作
品
の
緻
密
な
読
み
込
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み
の
成
果
が
、
本
書
に
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
資
料
を
含
め
、

読
者
に
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
著
作
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
花
鳥
社
、
二
〇
二
三
年
二
月
、
二
九
二
頁
、
四
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
た
な
か
・
そ
う
い
ち
　
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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